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近
來f

川

霖

の

史

料
.
が
か
な
り
印
書
芯
、
や
ぅ
に
な
つ
：た
：

I

は
、：％

後
の
；研
究
奮
士
つ
て
游
だ
：好
都
合
な
と
と 

本
書
.

W

上

卷

に

宇

和

屢
.の
：纖

十

ま

に

•、
附

錄

土

て

宇

和

蠢

四

ヶ

村 

か
ち
I

。
，
そ
の
外
に
外f
:

し
l

i

阓
及
漁
1

說
を
I

し
て
.

I

 

一

ホ
/:
*

こQ

秫
資
料Q

.

常
と
し
て
、
德
训
末■

の
分
が
大
部
分I

め
て
ゐ
るo

宇
和
島
藩
の
分
の
如
き
は
、
文
化
六
年
以
前
が
僅
か 

に

四

通

に

零f
v

他
の
■

五
十II.

一.は
恶
く
.天
保
以
後
の
，^
の
で
ぁ
る
。
富
藩
の
分
は
比
較
的
に
击
い
も

Q
.

が
多
く
、
■化
政
度
以
前
の

I

I

I

て
補
ふ
よ
り
外̂

な
い

o
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‘
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.
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-

力

ぅ

し

たL

の
資
料
を
使
用
す
る
際
に
最
も
闲
難
を
感
ず
る
の
^

そ
の
，地

方

の

特

有

の

.

用
語
で
ぁ
る
。
本
書
の
響
小
野 

博
士
.

が
こ
の
點
に
つ
い
て
留
翁
れ
、
.「

難
解
.

と
思
は
れ
る
語
_

邊
拾
つ
'

て」
書
き
出
V

て
置
か
れ
た
こ

と
は
_

親
切
で
あ
る
。

I

,
か
に
五
十
語
に
也
ま.つ
て
ゐ
る
こ
と
と"

說
明
の
簡
略
に
過
ぎ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
'
。
例
へ
.
ば「

淸
明」
と
一K

ふ
項
に
、
單

に「

季
節 

Q

稱」

，
.
.
と

あ

る

に

過

ぎ

.
な
い
。
尤
も
淸
明Q.

如
き
は
普
通 
一h
般
の
：辭
書
に
も
あ
る
.ニ
十
四
氣
の
ー
つ
だ
か
ら
簡
單
に
さ
れ
た
か
も
知
れ 

な
い
。
し
か
し「

黑
.
み」

を
說
明
し
て
、「

魚
付
0

爲
の
林
な
ど
を.
い
'
ふ」

で
は
十
分
..に
理
解
し
得
な.
い
者
も
あ
ら
う
。
し
か
し
漁
村
の
如 

き
は
特
殊
の
用
語
の
多
い
地
方
で
：あ
る
か
ら
、
そ
.
の
文
書
に
語
彙
を
附
せ
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
感
謝
に
耐
へ
な
い
。

本
資
料
を
.f

I K

し
て
；、
救
に
と
つ
て
最
も
興
味
の
あ
つ
た
點
は
網
株
に
關
す
る
部
分
で
あ
る
。
網
株

•

即
ち
漁
業
權
の
問
題
で
あ
る
。 

小
野
傅
士
は
本
書0
解
說
：に
、

「

其
の
後
正
德
年
間
に
至
れ
ば"

此
の
地
方(

宇
和
島)

漁
村
內
に
經
濟
的
；變
化
が
著
し
く
な
つ
た
や
う
で 

.

あ
る
o

.

漁
業
者
が
網
代
を
質
入
し
た
り.、
賫
買
し
た
り
、
或
は
，又
漁
業
者
の
他
鄕
退
轉
若
を
防
止
し
ょ
う
と
し
た
掠
が
顧
り
に
見
ゆ
る
。 

即
ち
正
德
六
萍
の
網
方
控.に
は
網
株
に
附
屬
し
て
ゐ
る
網
代
の
：質
入
寶
買
.は
之
.を
禁
止
.
す
る
こ̂

、
し
、'
又
ー
兀
網
の

.
持
^

退
^

す
る
事
な
き
；や
う
古
來
の
法
度
を
守る
ベ

p

^

し
て
'ゐ
るJ

と
記
さ
れ
、
1 H

德
年
間
に
寶
買
質
入
の'始

ま

：
つ

た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
. 

て
ゐ
る
o V

さ
ら
に
.一':罐
し
て
.
天

保

：
.
三

年

の

觉

書

に

：

依

：
つ
て
一
、

「

即

ち

芘

屋
.
や
浦
役
人
.
の
所
持
す
る
網
株
を
以
て
他
人
：に
漁
業
令
營
ま
せ
： 

_
の

使

と

し

て

漁

獲

高

の■ i

割
を
收
得
す
る
者
も
あ
る
が
、
斯
る
こと
.を
な
さ
う
と
す
る
場
合
に
は
其
の
旨
を
逸
く
當
該
役
所
に 

伺
ひ
.
出
づ
ベ
：し
と
令
し.た
處
：か
ら
見
れ
ば”
網
#

の
貸
付
、
飢
ち
漁
業
權
の
資
本
主
義
化%

此
o

頃
に
至
り
若
干
程
度
迄
：發
達
し
、
雜 

主
が
之
を
：承
認
せ
ん
と
し
た
も0

、
や
う
で
あ
る1 -

.

' i

斷
定
さ
れ
，て
ゐ
石
。'正
德
か
ら
%

保
ま
で
：の
資
料
缺.乏
の
た̂

ら
さ
う
な
つ
で來

た
か
、

又
茗
う
袞
ふ
推
移
を
迪
ジ
て
來
た
か
實
證
购
杧
は
不
明
で
あ

^

が
、
馎
士.

は
：こ
：の.

間
の
：こ
と
を
推
宠
し
て、‘ 

人
S

を
往
年
の
網
代
の
寶
實
は
素
ょ
少
、

(

質
入
等
迄.

絕
對
に
禁
虫
し
た
遣
り
方
に
比
す
れ
ば
、
知
 

に
，
窺

は

れ

务

の

：
で

あ

る

」

.

^

耷

は

：
れ

る
-:
:

0

1

村
が
資
本
的
變
化
を
受
け
た
义
ぶ
は
朋

^

か
、
：̂

ふ
性
質
の
資
本
か̂

知
り
た
い
■
の
：
で
へ
あ
一
る
？
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』

j

y \
. 

C
】

五
八
四)

網
柃
自
ブ
.
に

.
て

仕

出

差

茭

不

レ

得
レ

赤

^

I

I

株
f

 
i

者
I

I

高
I

齒

I

趣
I

儀
貨
I

致
候
分
は
時
々
：何|

各

吟

味

碁
|

」

；|

る
。
：こ
れS

I

る
。̂

っ
は
I

の
所
有
I

簾
と
し
て
舊
來
：の
困
窮
せ
差
屋
及
び
.役
人
.
で
あ
,

株

を

囊
し

た

わ

容

 ̂

I

 

力
で
.漁
業
が
營
め
な
い
た
め
：に"I

#

の
資
本
及
び
勞
ヵI

入
せ
ん
と
す
f

の
，
他
は
#
權
を
獲
得
し
导
る
I
I

用

新

し

墓

た
1

I

S

與
しR

星

の

利

益

を

計

る

導I

,

そ
の
後
.に
.新

網
願

.が

雷

し

て

I

I

'間
の
事
情
を
推
抑
し
得
ぬ
.こ
と
も
な
い
？

•■
V
 

し
力
.し
こ
の
形
態
セ
は
未
だ
資
本
的
勢
力

I

出

皇

る

；こ
I

出
來
な
い

o

從
來
の
特

權

に

基
く
利

殖

者
た
る
に
過

ぎ

な

い
。
t
e

 

毛

を

れ

等

Q

名

義

人

康
|

名
義
人
l
$
l
f f s
s
、I

謂
外
方
之
I

單
に
投
資
す
る
だ
け
で
、
漁〗

 

M

M

c o
w

u

t

y

l

l依
っ
て
營
ま
れ
I
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孝

れ

ば

、'肇

^

,

,

1

:
ゾ

,
 
'
、

て

ゐ

る

(
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.

ば
文
書
骄
號
四
五
等)

o
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即
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小
結
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網
乘
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代
为
々
錢
八
質
：七
百
目

〕

V

.

'

;

;

'

.

-

右
之
通
永
代
興
爺
ぇ
賣
渡
候
所
S

明

農
.

尤
網
代
之
儀
は
御
上
御S

付
帳
之
譜
渡
可
レ

申
候
、
.幷
網
子
拾
八
人
相
添
t

上 

.

.

は
子
孫
に
栗
候
：て
も
少
し
.

^

違
亂
申
間
敷
候
,

爲
ュ
後
證
ム
；
札

如

件

：.
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寶
主
庄
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'
 

其

-
;
左
一

蔚
.

’
門

文
政
ニ
卯
年

1£
月 

、
' 

.

加
判
橫
目
：；
ff
i

右
'

:

衞

門

.

與

.
■

頭
' 

善

^

衞

r l
.

.

.

._ 

.

同ソへ：
:

六

0

兵

衞

同
:

■
■

.
七 

之 

進 

■
金
.

.

.

.

輯

.
-
'
殿

へ 

.

 

,

'■

前
書
之
通
相
違
無
之
候
以
上

.

.

 

渡
江
浦
庇
康
.

.

彌
.

.

平 

治 

」

こ
の
場
合
は
網
株
が
名
實
共
に
他
の
者
の
手
に
移
っ
た
こ
と
に
な
：る
。
殊
に
も
し
買
主
が
同
村
の
箸
で
な
い
と
し
た
ら
、

—

こ
の

.

■*. 

,•
 

•

文
體
か
ら
見
て
同
村
の
者
で
な
い
と
推
定
さ
れ
得
る
や
ぅ
に
思
ふ
が

|

前
の
單
に
株
を
貸
與
し
た
場
合
ょ
り
も
、

一：倚
資
本
化
さ
れ 

た

こ

と

に

な

る
.0
兎

に

角

こ
.
の
實
主
金
藏
が
如
何
な
る
者
か
を
明
か
に
し
得
れ
ば
、
,あ
る
程
度
ま
で
資
本
關
係
を
明
か
に
し
得
る
喾
で 

あ
る
。
宇
觀
島
藩
と
吉
田
藩
と
で
多
少
事
情
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が

.あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
ぅ
し
た
資
本
關
係
を
.知
る
こ
と
が
出 

來
る
と
一
賸
、
少
な
く
と
も
：私
に

一.と
っ
て
は
有
難
い
。
資
本
進
出
の
上
述
の
段
階
を
そ
れ
ぞ
れ
說
明
し
得
る
文
書
を
各
地
に
っ
い
て
發 

見
し
得
れ
ば
、
わ
が
國
に
お
け
る
經
濟
發
鱗
の
狀
態
を
斷
定
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
外
に.も
幾
多
€ >

問
顧
が
提
供
さ
れ
て
ゐ
る.0 

例
へ
ば
前
揭
の
證
文
中
に
、

「

網
子
拾
八
人
相
添」

と
あ
る
が
如
き
は
多
く
の
示
唆
を
含
む
も
の
で
あ
.る
9

以

上

本

書

の

，中

か

ら

特

に

私

の

興

味

を

有

す

る

一

問

題

を

拾

つ

へ

て

見

た

.

の
で
あ
る
が
、
本
書
中
に
は
そ
の
他
に
幾
多
の
問
題
に
對
す 

各
資
料
が
存
し
て
ゐ
る
。
か
ぅ
し
た
有
用
な
資
料
を
刊
符
さ
.

れ
た
こ̂

に
.

つ
き
、
編
箸
始
め
關
係
者
の
方
々
の
勞
を
深
ぐ
感
謝
す
る
^

 

の
^

耗
が
: 0
.

因
み
に
木
書
はr

ア
チ
グ

ダ
-

ミ
«■
1

ゼ
ヾ
ア
±

m

報」

第
-:
.六

で

あ
^

,-

ア
：
チ
：
ッ
'
^

ミ
t

r

l x

ゼ
T

.ム
は
人
の
よ
く
知
る
が
如
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c

i

五
八.六)

'

く
、
讀
敬
三
子
爵
の
主
宰
さ
れ
る
漁
業
漁
村
硏
究
f

ぁ
る
。同
硏
究
所
か
ら
I

相
次
い
，で
こ
れ
等
の
原
資
f

顏

刊

行

さ
f

 

こ
と
は
學
报
の
た
め
に
®

に
喜
ぶ
ベ
き
こ
と
で
あ
る
。
今
後
益
々
こ
の
方
面
の
囊
に
發
展
さ
れ
ん
こ
と
藥
に
#

衾

第

で

あ

令

^

へ
第
三
十
二
卷
ン
一f

n
r

貧

■

ハ

第

十

f

目

彡

#

道
路
運
送
費
の
分
析
^

其の效用增井.幸
雄

®

明
治
維
新
直
後
の
.長
崎
 

‘

野
#
#
太
郞
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•

.

f

ツ
セ
火
の
經
濟
本
質
論
に
っ
ぃ
て
：

千
猶
義
人

®

古
版
經
濟
誊
解
題
 

高
橘

誠

：

一

0

1.千
八
百
ニ
十
四
苹
販
ウ
ィ
リ
ア
ム
.
タ
ム
.ソ
ン
著 

.『

人
間
の
幸
福
に
资
す
る
とw

最
大
な
る
富
の
分
配 

の
原
理
.に
關
す
る
硏
究

』

其
の
他

®

1
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w
.
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C
r
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册定價金五拾

.

錢
•

4

ケ

^

金

着

個

咖

滩

ま
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